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株式会社日本製紙グループ御中

代表取締役社長　芳賀　義雄様
平成２５年２月４日

オーストラリアン　フォレスト　アンド　クライメイト　アライアンス

コーディネーター　ロレイン・ボウワー
拝啓　貴社ますますご発展のことと存じます。

さて、突然のことで恐縮ですが、本日は折り入ってお願いしたい件があり、本状を差し上げる次第です。オーストラリア　フォレスト　アンド　クライメイト　アライアンス（AFCA）はオーストラリア国内の２８の環境・気候に関わる組織を代表する団体として活動しており、御社の天然林木材チップ使用の中止、およびエデンのチップ工場の閉鎖のご検討をお願い致したく存じております。このような環境責任へご配慮頂くことは御社のオーストラリアでの企業市民としての信頼や地位を確立することと考えております。
我々AFCAはオーストラリア国内の天然林伐採の終結へ向け日々活動しております。効率的で安価な炭素および水資源の貯蔵、また野生動植物の生息のために天然林は保護されなければならない時が来ています。
数千ヘクタールに及ぶオーストラリア南東部の雄大な天然林は木材チップ目的の森林伐採により被害を被り、退化し、破壊され続けています。木材チップ目的の天然林伐採は動植物の生息環境の喪失および種の絶滅の最大の理由となっています。
現在、材木産業は天然林をエネルギー生産目的で使用する試みが進んでおり、御社も世界の他の地域でこのような活動を開始していることと存じ、非常に残念に思っております。現時点ですでに持続不可能なレベルの天然林伐採が遂行されているオーストラリアでのそのような活動は森林のさらなる破壊を招きます。そのような活動は全ての環境運動により全面的に拒絶されています。気候変動に関する問題が現実として受け入れられている現在、我々AFCAはそのような活動の拒絶、環境や将来の世代に対する責任をオーストラリア政府および大規模企業に訴えかけております。
日系企業を含む多くの製紙会社は天然林を破壊しない持続可能な供給源からの木材チップを要求しています。植林樹木はより信頼の置ける木材チップの供給源として広くマーケットに受け入れられているという利点があります。御社は他の多くの企業が賛同する100％持続可能な供給源からの木材チップへと向かう動きに同調されていないようですが、我々は御社にもそのような方向で事業を遂行して頂きたくお願いする次第です。
御社にエデンのチップ工場を閉鎖頂くことは数十年にわたるオーストラリア南東部における掛け替えのない天然林の生存をめぐる悲痛な対立の終結、および御社の評判の向上を意味します。

ご多忙中とは存じますが何卒ご検討のほどよろしくお願い致します。

敬具

c.c. 

Mr Yuji Naruse
Managing Director
South East Fibre Exports Pty Ltd 
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